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すなわち，無加温型施設で4年後更新は有利である。

この場合粗利益は，促成トマトとキュウリの平均に抑

制キュウリの収益見込みを加え試算したものである。

しかし，大型ハウスは多許な投資になるため資金回転

に特に留意を払う必要があらこと，技術水準に留意す

る必要がある。

更新後の技術水準を損益分岐点分析によって求める

と

損益分岐点の売上高＝（f十a）＋〔1－
Ⅴ（1＋r）

＝298．000円

損益分岐点の販売量＝（f＋a）÷〔ア（1＋r）－

Ⅴ（1＋t）
〕＝2．800Kg

S＝＝252．95d円：Ⅴ＝108588円：f＝114．948円

P＝三645円：m三三5．dOOKク：変化量a＝99．°57円

t≡O r＝如多

となり現状価格体系の更新後における水準は，前進

加温で550〝㌔当り5，00DK9，50nOCO円が限界とな

ると思われる。

4　む　　す　　び

寒冷地におけるハウス作は地元市場を前提としてな

お拡大の可能性があると考えられ，経営の側面でみて

も，近年過剰投資の心配を持ちながら普及しつつある

大型単棟型が市場の対応性を前提として有利性を発揮

できる。また，ハウス作経営は，コスト高＝販売単価

高の形態をとりながら施設利用の経済性が認められる。

今後，経営者の技術水準確保対策とともに大規模投資

下における資金の管理，計画化など意識の変革を促す

ことになろうし，土壌徴気象　作物の生育など技術的

間乱　ハウス内の健康管理など環境問題も少なくなしも

シク　ラ　メ　ン　のは種期試験

春ま　き栽培について

新田　　斉・富田　高儀・八代　　昇＊

（福島県園試いわき支場）

1　ま　え　が　き

シクラメン栽培は秋まきされ，年末中心の出荷がほ

とんどで，経営的にも有利であった。しかし，春先の

需要にも強いものがあるので，経営的に引きあう栽培

技術の開発が必要であろう。

ヨーPッ′くでは出荷期にあわせた栽培が行なわれて

いる。わが国でも中山等によりは種期と開花について

検討され，春まき栽培の可能性を指摘している。

ここに，いわき地方におけるシクラメンの春まき栽

培による小鉢作りについて検討したので，その成績の

概要を報告する。

第1表　試験区の構成

2　試　験　方　法

Silvor18aVe VarietieB′NevF：Ruf－

flOd，Salmon ColorIJight　の三品種を用

い，1988年1月から5月まで毎月1回100粒ずつ木箱

には種した。

は種後は発芽まで温室内に積み重ね，18℃を目標

に管理し，できるだけ高温を避けるため覆いをし，発

芽後は温室内に広げ管理した。

移植は展開葉2～5枚を目標に第1回，鉢上げは占

～7枚，止鉢は10枚を日掛こ第1蓑のとおり行なっ

た。

2 5

＊　現．田村染業改良普及所

月　　 日 月　　 日 月　　 日

2 ． 1 5 5 ． 1 8 4　 1 d

5． 1 5 ス　　 1 7　　 8

占． 1 8 8　　 2 8 ． 1 8

鼠　 1 9 1 0．　 8 1 0． 1 占
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調査は，移植ごとに彙数，草丈を調べ，鉢上げ後は

1カ月間隔に乗数，塊茎の横径および草丈を測定した0

調査個体は，1区25鈍　2区制とし．各10鉢ずつ

調査した。

開花は，12月および5月の2回おのおの20鉢ず

つ調査した。

また，9月および5月の2回1区5個体について抜

取り調査をした。

試験期間中の気温は第1回に示したとおりである○

暖軌は11月中旬から5月下旬まで行なった○

‘C

30

20

10

1月2　3　1　5　6　7　8　9　101112　1　2　3

第1回　栽培期間中の気温および鉢内地温

5　結果および考察

発芽は1，2区の低温期は踵はやや遅れたが，いず

れの区も順調に発芽し，は種後100日前後経過した移

植時の成苗割合は，各区とも70喀以上であった○

しかし，各区ともほぼ同程度の育苗日数にもかかわ

らず，展開葉数は1区の5・2枚，5区の2枚，5区の

1．5枚とは種期が遅れるほど小首であった0

移植後の生育もほぼ同様の傾向がみられ，移植後57

日前後経過した鉢上げ時の展開稟数は1区のる・2払

う区の45枚，5区の5・6枚といずれの品種もは撞期

が遅れるほど美貌が少なかった（第2図）0

10，111．112・11・12・1　3・15月10日6．17．18・19・l

10．111．112．11・1　2・1
5810日6．1　7．1　8・1　9・1

第2図　は種期と展開葉数および草丈の時期別

変化

これは．育苗時期が1区は1月～6月，5区は5月

～8月，5区は5月～9月と，は櫨期が遅れるほど高

温期に育苗され，高温で葉数の増加が抑制されたため

と考えられる。

しかし．草丈は高温期青首はどやや徒長的に伸びて

いる。また，1，2区の生育差がほとんどなくなった

が，1区のは種期が厳寒期であり，発芽がやや遅れ，

その後の生育も低温によりやや抑制されたためと考え

られる。

鉢替え（45号鉢）後の生育は順調に進み，12月

には展開葉数で1区の2日杖，5区の25・‘枚，5区の

21．8枚と，は種期が遅れるほど伸びが良く．特に5区

の伸びが著しく，2月には5～4区とほとんど区別が

つかなかった。

高温期に2回の移植をした5－4区は高温による植

えいたみ等により生育が遅れ，その後の菓数，増加に

影響したと考えられる。

草丈の伸びは，票数の直線的な増加とは異なり，1，

2区は11月には10（澗前後の草丈となりその後はほ

とんど伸びず横ばいである。その他の区も，1月中旬

には10d研前後の草丈となり，前2区とほとんど区別

ができないほどになった。

開花傾向は12月17日および5月12日の2回に

調べた。

12月では．いずれの品種も1，2区の花蕾が伸び

だし，Silver18aVO VariQ ti08の5区は

90％．5区の45免Salmon Color Light

は5区の80帝，5区の20多と品種により花番の発

育に差があった。8ilverloavO VariO ti88

の1，2区は50～80帝も開花した（第2表）0

5月9日になると，いずれの品種も1，2区は100

痴開花したが，Silv8：rloavo Variotl08の

5区は80％，4区d・摘，5区占え7帝，また，

Salmon C olorI」ightでは59留，50軋15

啓と開花割合は品種により異なるが，は種期が遅れる

ほど開花も遅れた。

5～4区は高温期の生育の遅れがそのまま開花の遅

れとして現われ．特にNew Rufflodに範く現われ

ている。

第5蓑は5月12日に抜取り調査の結果であるが，

このころになると花蕾の発育程度は開花数および，花

こうの伸びの分布からみても，早期は種がやや進んで

いる。しかし，総花菌数ではほとんど蓋がなかった。



東　北　農　業研　究　第14　号　（1975）　　　　　　　　　　　　571

第2表　花肴の伸びおよび開花傾向

調 査 月 日 1 2 月 1 7　 日 5　 月　 9　 日

品 種

ぉ よ び ＼ ＼ 項 目

試 験 区

調 査 個 体 展 開 葉 数

花　 菅　 の　 状 況

開 花 割 合

　 ＊

1 鉢 当 り

開 花 数

は 種 か らの

生 育 日 数

花 硬 が伸

び だ した

も の

花 硬 が ほ

とん ど伸

びないもの

開　 花

1

鉢 枚 喀 喀

開　　 花

函 本 日

4 2 5．4 1 0 0 0 1 0 0．0 d．5 4 1 7

s l l v O r l o a v o 2 1 1 5 6．4 1 0 0 0 ノダ 1 0 0．0 ‘．4 5 8 7

v a r l e t i 8 8　 5 2 0 2 8．0 9 0 1 0 な　　　 し 8 0．0 5，0 5 5 7

4 2 0 2 4．6 8 5 1 5 ′ ‘ 5．d 5．8 5 2 8

5 2 0 2 0．5 4 5 5 5 ′ d R 7 2．8 5 0 0

1 5 2 8．8 1 0 0 0 な　　　 し 1 0 0．0 5．0 4 1 7

N t〉Ⅶ　　　　 2 1 4 5 2．9 1 0 0 0 一グ 1 0 0．0 9 2 5 8 7

R u f f l o L　 S 2 0 2 2．6 5 0 5 0 一グ 4 5．0 5．7 5 5 7

4 1 5 2 1．9 8 5 1 5 ′ 5 0．0 4．0 5 2 8

5 2 0 2 1．0 7 0 5 0 ク 5 5．4 5．0 5 0 0

1 1 6 2 5．5 1 0 0 口 一 部 開 花 1 0 0．0 4．2 4 1 7

8 a l m o n　　　　 2 2 0 2 4．8 1 0 0 0 な　　　 し 1 0 0．0 5．8 5 8 7

C O l o r　　　　 5 2 0 2 5．0 8 0 2 0 ′ 5 R 5 5．2 5 5 7

L i g h t　　　 4 1 7 2 2．5 5 5 4 7 ク 5 0．0 4 ．5 5 2 8

5 2 0 2 0．5 2 0 8 0 ′ 1 5．0 2．0 5 0 0

＊　開花した塔についての1領平均

第5表　分　解　調　査　（5月12日，5株平均）

　　 項 目

品 種

稔

葉 の 発 育 程 麿

稔 花

花 帯 の 発 育 程 噴

生 長

展 開

菓 敷

未 展 開 未 展 開 未 展 開

開 花 数

花 確 花 硬 花 硬 花 梗

お よ び 葉 数 2 ぐ椚 2 ～ ＊ 1 °揖 語 数 5　 e椚 5 ～ 2 ～ ＊ 1 ㈹ 点 数

試 験 区 以 上 1 C 硯 未 満 以 上 2 cm ● 1 未 満

1

枚 枚 枚 枚 枚 本 木 本 本 本 本 個

5 8 ．0 5 1．5 2 ．5 1．5 2 ．5 2 6 ．0 10．0 4 ．5 8．5 5．5 1．5 5 ．0

2 9 占．2 7 7 8 7 0 6 ．2 5．d 4 0 ．2 10．8 1 4 ．8 9 0 4 ．8 1．0 6．0

8 1 1 v e r l o a v o

v a r i o t i 8 8　 5

7 5 ．0 d 5 ．8 5 ．2 2 ．0 2 ．2 5 7 4 1 0．4 10．8 8 ．8 6．2 1．2 ム ‘

4 8 2 ．2 6 8 ．4 8 ．2 5．8 2．0 5 4 ．0 7 8 15 ．8 ス 2 4 ．0 1．° 6 ．°

5 8 4 ．2 8 7 4 7 8 4 ．8 4 ．4 5 2 ．2 4．8 1 1．0 8 ．4 4 ．8 5 ．8 5 ．4

1 － － － － － － － － － － － －

　　　　　 2

N e w

‘1．8 5 5．4 5 ．2 1．4 5．6 5 7 8 1 2 ．2 1 2．2 管 0 2，° 1．8 7 2

R u r f l O L　 5 78 ．8 d 8 ．4 5 ．4 5 ．8 1．0 5 5 ，8 1 1．4 ス4 1 1．8 2 ．8 0．4 5．8

4 5 1．6 5 鼠 8 5．0 2 ．0 0．4 2 0 ．2 5，0 4 ．8 1 0．4 0 ．2 － 5 ．8

5 8 1．0 4 6．8 4 ．8 2．8 8．8 2 4 ．6 5 ，8 5 ．4 鼠 4 1．4 5 ．4 5 ．0

1 5 R 4 5 8．4 1．2 0 ．6 1．2 5 7 2 1 1．4 8 ．8 1 1．2 4．8 1．0 占．d

S a l m o n　　　 2 4 5 ．4 4 1．2 2．0 1．6 0 ．8 2 8 ．2 8．8 1 0．8 Z d 1．0 － 5 ．4

C o l o r　 5

L i g h t

　　 4

4 0．0 5 5 ，2 2 ．4 2 ．0 0 ．4 2 8．8 8 ．2 q 8 鼠 2 1．4 0 ．2 5 ．8

4 8 ，4 4 4 ．8 1．8 1．4 什 4 25 ．0 4．8 8．2 1 0．8 2 ．2 1．0 5 ．8

5 5 R d 4 8 ．2 0 ．4 2 ．8 8 ．2 2 見2 孔 4 7 2 1 1．8 4 ．8 1．0 4 ．2

注．＊　肉眼で識別出来ピンセットで取れる程度まで数えた。
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稔稟数ではSllverleave Varietle6の79

軋　Now Ruffledの64枚，Salmon Co‾

10rIJlghtの4°枚と品種間に差が明らかに認めら

れたが，は種期による差はほとんどなくなった0

開花は早期は種ほど早く咲くが，は種から開花まで

所要日数はSllver18aVO VarietleSの5区

が500日で約70多の開花に対してSalmOn C0－

10r　工一ightの5区が15帝と品種の早晩により異

なる。また，開花および花香の発育傾向からみると，

1月から5月までのは種期ではは種期が遅れるほど，

開花までの所要日数が短くなる傾向がある。

4　む　　す　　び

1月から5月までは桂期を移動して生育，開花傾向

について検討した。

早期は種ほど開花が早くSilverleavo Va‾

rleti88　のような早咲品種では12月にはd O酵

以上開花し，1月にはほとんど開花した。

は橙から開花までの所要日数は品位の早晩で異なり，

いずれのは種鋤も早生種は580日，晩生種は590日前

後で，厳寒期はやや長く気温とともに短くなってくる○

は撞期による生育は，その後の気温に左右され，特

に高温期の移動による植えいたみがその後の生育に現

われ，開花期における生育には差がなく同程度の生育

をしている。

シクラメンの4号～45号の小鉢作りは，開花数が

2～5輪，着色杏で4～5本程度が出荷適期と考えら

れ，春まき栽培では出荷期から逆算して，早生種で12

カ月，晩生種で15カ月前後がは桂適期と考えられる。
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シクラメンの夏期日照制限が生育に及ぼす影響

和泉昭四郎・遊佐　吉雄
（宮　城　県負　託）

1　ま　え　が　き

シクラメン栽培では夏管理として強光を避けるため

ヨシズ，寒冷紗などにより各種の遮光法がとられてい

る。しかし，その方法および遮光率は一定ではなくこ

の時期の日照制限が開花期に及ぼす影響は明らかでな

い。本試験は1988年夏期に日照制限の影響と適正な遮

光度合を検討したものである。

2　試．験　方　法

試験は宮城農試圃場温室で行ない，口照制限処理は

寒冷紗白dOO♯1枚，同2枚，黒500♯1軌同2

枚による方法で各区25鉢供試した。照度制限はペソ

チ上1mの高さに行ない，1988年7月1日から同年8

月50日まで60日間とした。

耕種法は品種ポソ77イヤーを用い，19d7年9月2

日には種，第1回仮柏は1968年2月17日5号鉢に，

第2回仮旭は5月22日4号鉢に行ない，同年9月11

日に5号鉢に定植した。なお，施肥，清水は適時行な

いその他はほぼ慣行法とした。

5　結果および考察

各日照制限処理による照度を測定した結果は第1回

に示すとおりである。
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第1図　照度の日変化（7月24日）




